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対象の公園（２１公園） 

佐久間公園, 龍閑児童公園, 和泉公園, 秋葉原公園, 岩本町馬の水飲

み広場, 秋葉原駅東口広場, 大和橋広場, 秋葉原中央令和広場, 地蔵

橋東児童遊園, 地蔵橋西児童遊園, お玉が池児童遊園, 岩本町二丁目

児童遊園, 和泉橋南東児童遊園, 和泉橋南西児童遊園, 美倉橋東児童

遊園, 美倉橋西児童遊園, 美倉橋北児童遊園, 佐久間橋児童遊園, 左

衛門橋南児童遊園, 左衛門橋北児童遊園, いずみ児童遊園 

③和泉橋エリア 
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対象の公園（２公園） 

常磐橋公園,内幸町広場 

④大手町・丸の内・ 

有楽町・永田町エリア 
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６.公園毎の整備方針  前述の地域別の整備方針を踏まえ、各公園の整備方針を定めます。 

 

 

 

 

  

東郷元帥記念公園 

東郷元帥記念公園は、隣接する九段小学校

の改修に伴い、公園内のプールが撤去される

ため、平成 29 年 10 月から公園の全面的な改

修工事を行うこととしました。 

 本公園は全面的な改修が行われており、改

修後はインクルーシブ遊具などこれまでにな

かった先駆的機能が拡充されます。更なる拡

充を行うため、令和５年度に行われた花火で

の利活用など、他の先駆的機能や地域での活

用が望まれます。 

三宅坂小公園 

 

最高裁判所と国立劇場、皇居に隣接している

ことや銅像が設置されていることから歴史的

公園として位置付けられます。周辺環境から

自然環境機能の拡充が考えられるとともに、

現況では、階段のみでバリアフリー非対応と

なっているため、公園へ入りやすいエントラ

ンスづくりが望まれます。 

清水谷公園 

 

江戸時代の紀州徳川家、尾張徳川家、井伊

家の屋敷があった地であり、自然の高低

差のある地形と豊かな緑を活かした、歴

史的機能と自然環境機能を中心とした公

園となっています。さらに機能を高める

ために、インクルーシブ遊具を導入する

など、先駆的な遊びの機能を強化するこ

とが考えられます。 

現状 

未来 

現状 

未来 

現状 

未来 

① 麹町・番町・飯田橋・富士見エリア 
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五番町児童遊園 

 

外濠沿いに面している児童遊園としては最

も面積の大きい公園となっています。その特

徴を活かして、自然環境機能の強化や、児童

遊園としての遊び場機能を強化するインク

ルーシブ遊具の設置や先駆的な機能強化が

考えられます。 

 

麹町こどもの広場 

 

 四谷駅からほど近い位置にあり、周辺を

道路で囲まれた独立性の高い児童遊園で

す。麹町・番町地域は子どもの人口が多い

一方で、公園の誘致圏外も多いことから、

本公園も遊びのニーズは高いものと考え

られます。既存の樹木や地域活用を活かし

ながら、インクルーシブ遊具の導入や先駆

的機能の強化が考えられます。 

 

千鳥ヶ淵公園 

 

市区改正事業の一環として開園し、皇居と隣

接した立地を活かした歴史的機能と自然環

境機能を中心とした公園となっています。面

積が区立公園の中では 2 番目の大きさであ

り、様々な機能を有しています。現在設置さ

れている遊具を一部インクルーシブ遊具に

変更するなど、遊びの機能や先駆的機能を強

化する部分的な改修が考えられます。 

 

現状 

未来 

現状 

未来 

現状 

未来 
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隼町広場 

 

 麹町こどもの広場と同様に、公園誘致圏外

に近いことから遊び場機能を拡充していく

ことが考えられます。また、矩形のまとまっ

た広場であることや、広場という位置付け

上、屋根をかけるなど全天候型の遊び場とし

ての機能導入も考えられます。 

 

九段坂公園 

 

千鳥ヶ淵と武道館の間に位置し、靖国通り

に隣接する立地と、高灯台、品川弥二郎像、大

山巌像などの歴史的建造物から感じられる歴

史的な公園となっています。また、九段下駅や

北の丸地区からも近く、利用者が多いシンボ

ル的な公園となっています。2020 年のオリン

ピック・パラリンピックを契機に近年改修さ

れた公園であることから、現状のまま維持管

理を継続していく方針とします。 

外濠公園 

 

 史跡の一部であり、面積も最も大きい公園である

ことから千鳥ヶ淵公園同様に様々な機能を有してい

ます。改修後時間が経過しているところや、一部工事

中の場所があり、改修時に先駆的な機能を導入して

いくことが考えられます。遊具ではインクルーシブ

遊具の導入や、広さと運動系のアクティビティを活

かして、スケボーパークやドッグラン等の整備が考

えられます。また、本公園は千代田区と新宿区にまた

がるため、区の境を考慮した整備が必要となります。 

現状 

未来 

現状 

未来 

現状 

未来 



第３章 公園づくりのビジョンと方向性 

 57 

 

  

四ツ谷駅前広場 

 

 四ツ谷駅からほど近い場所に設

置されている広場です。花壇利用

がされていますが、交通量も多い

ことから四ツ谷駅のシンボルとな

るような機能強化や地域活用の機

能強化が求められます。 

 

富士見児童公園 

 

飯田橋駅や周辺に学校が多い場

所にある公園で、高低差を活かした

遊具など、複数の遊具が設置されて

いることから子供を主なターゲッ

トとした公園となっています。高低

差や擁壁を活かし、ボルダリング機

能を導入するなど、先駆的な機能強

化が考えられます。 

中坂児童遊園 

 

 道路から奥まった位置にあ

り、面積も小さな児童遊園で

す。あまり多くの機能を持たせ

ることができないため、ボルダ

リングや全天候型の遊び場な

ど先駆的機能に特化した機能

強化が望まれます。 

 

飯田橋こどもの広場 

 

 鉄道と道路に挟まれた細長

い広場となっています。周辺

に建物がなく、比較的自由に

使用することが可能です。そ

のため、ドッグランやスケボ

ーパークやローラーブレー

ド、ストライダーなどアクテ

ィブで音が出るような用途に

適しています。先駆的機能を

強化していくことが考えられ

ます。 

現状 

未来 

現状 

未来 

現状 

未来 

現状 

未来 














